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西表租納方言における音対応と音変化
大野眞男
１．西表租納方言の位置づけ
西表租納方言を含めて宮古・八重山・与那国など先島方言全般における本土方言との母音
音素の対応は次のようにまとめることができる。
ｕ／イト三二Ｊ１ｉｌＶ／、／｜ ｜／ロ）…………／ｉ
本土方言が５母音を基調とする母音体系を持つのに対して、宮古方言・八重山方言の大部
分では４母音を基調とするイ）の母音体系が主流となっている。これに対して、八重山方言
の一部・与那国方言では３母音を基調とするロ）の母音体系がみられる。これらは一般的に、
一つの母音／i／から二つの母音／i・I／へと歴史的に分化していく条件が見いだされないこ
とから、イ）の４母音体系を母胎としてロ）の３母音体系が生成したと考えられる。このよ
うに中舌母音／r／が漸層的に失われていく過程は、次の先島諸方言の中舌母音拍Ｃｆの分
布・比較表によって窺い知ることができる注］)。
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本論で対象とする西表租納方言は、鳩間や与那国柤納と同様に先島全体の中で西方にあり、
中舌母音Ｉの歴史的に衰退・消滅したところに位置づけられる。
これらのことから西表租納の－般拍の対応は次のようにまとめることができる。
本土方言 ＣｉＣｅＣａＣｏＣｕⅢ表租納方＝、／｜、／ＣｉＣａＣｕ
ただし、本土方言の／ｚｕ・Ｃｕ・ｓｕ／は西表租納においてはこのようにウ段音に対応せずに、
それぞれ次の語例の示すように／zi・ｃｉ・ｓｉ／のイ段音に対応している。
７irid5in（入墨）tJiki（月）ＪｉＪｉ（煤）注2）
このことは、西表租納などロ）の３母音基調の方言においても、石垣などのイ）の４母音
基調の方言と同様に／ｚｕ・Ｃｕ・ｓｕ／と／zi・ｃｉ・ｓｉ／とが／Zr・Ｃｌ・ｓＩ／の中舌母音拍に統合
し、そののち中舌母音の衰退・消滅とともに／zi・ｃｉ・ｓｉ／へとさらに変化していったこと
を物語っている。
これらのことから、西表租納方言の－般拍についての音変化の歴史の概観を想定すると次
のように示すことができる。
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上記のような音変化の概略を想定しつつ、以下に西表租納方言の音対応とその音変化の歴
史を子細に検討する。
２．個別拍の対応
（１）本土方言のア行音とは次のような対応関係を示す。
本土，ｉ ，ｅ，ａ，ｏ，ｕ
、／｜、／租納，ｉ
本土の／，i・'e／は／'i／に統合している。
７iJi（石）？iki（息）？inutJi（命）kaina（腕）daiku（大工）
７iｘ（絵）？ipi（海老）ｐａｉ（蝿）７ｍ（上）
また本土の／，i／が／，ｅ・'u／に、／，e／が／，ju／に対応する例も見られる。
７emaX（烏賊）？umu（芋）ｊｕｄａ（枝）
本土の／，a／はそのまま／，a／に対応している。
na9ai（願い）
－９２－
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７adza（ほ<ろく病＞）？ad5i（味）？asai（浅い）７aJidza（下駄く足駄＞）
本土の／'ｏ・'u／は／,u／に統合している。
７utJitwa（弟）？uja（親）？uru（織る）？uki（桶）？umuti（顔く面＞）？ukiru
（起きる）？ubusaru（重い）？utu（音）？uｉ（泳ぐ）？umukutu（知恵く思う事
＞）？uJi（牛・臼）？udi（腕）？ukiru（受ける）
また本土の／，U／が語頭において／N／に対応している例も見られる。
ｍｍａ（馬）ｍｍａｉ（うまい）
（２）本土方言のヤ行音とは次のような対応を示す。
本土，jａ，ｊｏｌｕ
Ⅷ納,（、,〆
本土の／'ja／はそのまま／，ja／に対応している。
jamana（山）ｊａＦｕ（焼く）jamiru（痛いく病める＞）ｊａ：（家）jamatu（日本く
大和＞）？uja（親）
本土の／，ｊｏ.，ju／は／'ju／に統合している。
juZtJi（四つ）ｊｕｋｉ（斧くよき＞）ｊｕｍｕ（読む）ｊｕｍｉ（嫁）ｊｕ：（湯）ｍａｊｕ
（眉）ｊｕｒｕ（夜）ｊｕｒｉ（百合）
（３）本土方言のワ行音とは次のような対応を示す。
本土，wｉ,ｗｅ，ｗａＷｏ
、／｜’
租納ｂｉｂａｂｕ
本土の／，wi.，we／（歴史的仮名遣いでウイ・ウェで表記される）はバ行の／bi／に統合
している。
ｂｉ：（蘭）ｂｉ:rｕ（座るくゐる＞・酔うくゑう＞）ｂｉｍｕｎｕ（毒くゑい物＞）
本土の／，ｗａ／はバ行の／ba／に対応している。
ｂａｘ（私のく我＞）badａ（腹くわた＞・綿）banａ（罠）baharijaX（分家く分かれ
家＞）bassu（煮るく沸かす＞）baroX（笑う）
本土の／，wo／（歴史的仮名遣いでヲを表記される）はバ行の／bu／に対応している。
buriru（折れる）ｂｕｎｕ（斧）ｂｕ：（居るくをる＞・麻糸くを＞・尾くを＞）butｕ
（夫）buiFaX（甥および姪く甥子＞）buduri（踊り）bua（伯・叔母）butJax
（伯・叔父）
以上のように語頭を中心にして本土のワ行音はバ行音に対応するが、語中においてもバ行
音と対応している例も見られる。このことから、先島方言音韻の歴史過程において、本土方
言と同様に想定しうるハ行転呼（後述）とは異なった時期に、この／，w／→／b／の音変化
－９３－
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が起こったものと考えなければならない。
７ubiru（植えくゑ＞る）tJaban（茶碗）Ｊｉｂａ（心配く世話＞）aboJJiduru（青い）
少数であるがバ行に対応せずにワ行・ア行になっている例もある。
ｗaｎ（椀）ｋｕｉ（声くこゑ＞）
また、語的に／'ｊｕ・'u／などに対応している例もある。
７iju（魚くいを＞）？u9amu（拝むくをがむ＞）
（４）本土方言のハ行音とは次のような対応を示す。
本土ｈｉｈｅｈａｈｏｈｕｈｊａ
、／｜｜｜租納ｐｉ ｐａｐｕｈｕｐｊａ
本土の／hi・ｈｅ／はバ行の／pi／に統合している。
ｐｉｎｉ（髭）pikusai（低い）ｐｉｔｕ（人）pititJi（一つ）pidari（左）piZ（火・
尼）ｐｉｒａ（唐鍬くへら＞）ｐinto（返事く返答＞）
本土の／ha／はバ行の／pa／に対応している。
ｐａｘ（歯・葉）ｐａｉ（蝿・灰・足くはぎ＞）ｐａｒｉ（針）ｐａＪｉ（橋・箸）ｐana
（花・鼻）ｐａｋｕ（箱）
本土の／ho／は／pu／に対応している。
ｐｕｓｕ（膳くほそ＞）ｐｕＪｉ（星）putu9i（仏）ｐuni（骨）ｐｕｒｕ（掘る）
また本土の／ho／が／po／に対応している語例もある。
ＰＣ：（穂・帆）
本土の／hu／はそのまま／hu／と対応している。
Fukuru（袋）Ｆuni（船）FutatJi（二つ）Fukai（深い）Ｆｕｋｕ（吹〈）Ｆｕｔａ
（蓋）
また本土の／hi・ｈｏ／に対応している例も見られる。
Ｆｕｔｅ（額）Ｆｕｋａ（外くほか＞）
本土の／hja／は／pja／に対応している。
pjax9u（百）
語頭のハ行音がバ行音と対応していることは、琉球方言の全般にわたって観察されること
であり、このことは日本語のハ行音の上代以前の古態をとどめているものと考えられる。ま
た語中にハ行に相当する音が見いだされないことは、琉球方言においても本土方言と同様に
ハ行転呼がなんらかの段階で起こったことを示唆している。
ハ行音においてオ段とウ段が統合せずに、それぞれ／pu／［pu］と／hu／［Fu］のよう
に子音において対立をとどめているのは先島方言全般の特徴となっている。これは、Ｐ→ｈ
の変化が他の母音よりもｕ母音の前において先行していたことを物語っていると考えられ
－９４－
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る。
（５）本土方言のガ行音とは次のような対応を示す。
鯨l><i1VⅧ了９ｕ９ｗａ
本土の／9i、９e／は／9i／に統合していることが多い。
？o9gi（扇）d50U9i（定規）naD9iru（投げる）maD9iru（曲げる）kyoO9in（芝
居く狂言＞）dzaburapa9i（禿頭）
また本土の／9i・ge／の子音が語中で脱落して／，i／に対応している例を見られる。
ｐａｉ（足くはぎ＞）kaniFui（釘く金釘＞）ｋａｉ（影）
これらの他に本土の／9i／が／N／に、／9e／が／､i／に対応している例もある。
ｍｕｎ（麦）ｐｉｎｉ（髭）？aCiru（上げる）
本土の／9a／はそのまま／9a／に対応している。
gandzuX（頑丈）ka9an（鏡）ni9ai（願い）piD9an（彼岸）kugani（黄金）
本土の／９０．９u／は／9u／に統合している。
９und5ux（五十）９uD9watJi（五月）gujox（後生）d5uD9uja（十五夜）Ji9utu
（仕事）do99u（道具）
本土の合勧音／gwa／はそのまま／gwa／に対応している。
soO9watJi（正月）niO9watJi（二月）sa99watJi（三月）Ji99watJi（四月）
９u99watJi（五月）
（６）本土方言の力行音とは次のような対応を示す。
本土ｋｉｋｅｋａｋｏｋｕｋｗａ
［><］ハし//｜｜租納ｋｉｈｉｋａｈａｋｕｈｕｋｗａ
本土の／Ｍｋｅ／は／ki／に対応していることが多い。
kiX（木・毛）？iki（息）ｋｉｓｕ（着る.切る）ｋｉｎｕ（昨日）kitJi（傷）ｋｉｍｕ
（肝）kibuJi（煙）ｋｉｒｉ（蹴る）ｔａｋｉ（竹）？uki（桶）sakiru（裂ける）
一方で本土の／ki・ｋｅ／の子音が語中において摩擦音化して／hi／に対応している例も見ら
れる。
７aruCi（歩き）ｍａＣｉ（巻き・撒き）noXCiri（鋸）？aCiru（開ける）maCiru（負
ける）
これらの他に本土の／ki／が／si／に対応している例もある。
Ｊｉｋｕ（聞く）Jikariru（聞かれる）
本土の／ka／はそのまま／ka／に対応していることが多い。
－９５－
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ｋａｔａ（肩）katsu（鰹）ｋａｍｉ（亀）kad5i（風）ｐａｋａ（墓）takai（高い）
一方で本土の／ka／の子音が語中において摩擦音化して／ha／に対応している例も見られ
る。
ｎｏｈａ（糠）７ahari（明るい）？e:haX（烏賊）？ahaJJiduru（赤い）７ahamami（小
豆）ｎａｈａ（中）baharijax（分家く分かれ家＞）
本土の／ko／は／ku／に対応している。
kux（粉・漕ぐ）ｋｕｉ（声）kukunutli（九つ）ｔｕｋｕ（床）kuJine（腰）kukuru
（心）
本土の／ku／は、／ku／に対応してオ段と統合しているものと、／hu／に対応して対立
をとどめているものとに分かれる。
kuruma（車）kuO9watJi（九月）kund5ux（九十）Fukuru（袋）pikusai（低
い）daiku（大工）rukuU9watJi（六月）Fukuriru（膨れる）ｎｉｋｕ（肉）＜以
上ｋｕに対応＞
ＦｕＪｉ（櫛）FutJi（口）Ｆｕｓａ（草）FuJiri（薬）Fusai（臭い）Ｆｕｂｉ（首）
Ｆｕｍｕ（雲・蜘蛛．汲む）Fusariru（腐るく腐れる＞）ｊａＦｕ（厄．焼く）kaniFui
（釘く金釘＞）＜以上ｈｕに対応＞
このことに関して、加治工真市氏の述べているように、当該拍に後続する音が有声のものは
ｋｕに、無声のものはｈｕにそれぞれ対応する傾向が認められる。しかしながら氏も述べてお
られるようにその例外も多い（加治工1987)。歴史的に考えれば、ｋ→ｈの音変化がｏ・ｕ統
合の前に始まっており、ｏ母音よりもｕ母音の前において先行して音変化が進みつつあるこ
とを物語っていると考えられる。
本土の合拘音／kwa／はそのまま／kwa／に対応する。
ｋｗａｎ（棺）kwaJi（菓子）
これらの他に、ｋが語中において有声化して９に対応している例がみられる。
７iJina9e（石垣く地名＞）putu9i（仏像く仏＞）garaJi（烏）９umai（小さいくこ
まい＞）pja:9ｕ（百）
（７）本土方言のダ行音とは次のような対応を示す。
本土ｄｅ ｄａｄｏ
租納ｄｉｄａｄｕ
本土の／ｄｅ．。ａ・ｄｏ／はそれぞれ／di・ｄａ・ｄｕ／に対応している。
７udi（腕）？idiru（出る）ｓｕｄｉ（袖）Ｆｕｄｉ（筆）ｄａｉ（机く台＞）daiku（大
工）pidari（左）ｊｕｄａ（枝）ｄｕｒｕ（泥）buduri（踊り）muduJi（戻す）
ｊａｄｕ（戸く家戸＞）
－９６－
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また本土の／da／の子音が破擦音化して／za／に対応している例も見られる。
？aJidza（下駄く足駄＞）
（８）本土方言のタ行音は次のような対応を示す。
本土ｔｅ ｔａ ｔＯ
租納ｔｉ ｔａｔｏ
本土の／ｔｅ・ｔａ・to／は三れぞれ／ti・ｔａ・tu／にﾇﾅ応している。
ｔｉｘ（手）ｔiｎ（天）tindzo（天井）？umuti（顔く面＞）ｔａｎｉ（種）ｔａｋｕ（蛸）
７itａ（板）Ｆｕｔａ（薄）ｔｕＪｉ（年）ｔｕｂｕ（飛ぶ）ｐｉｔｕ（人）kutuJi（今年）
また本土の／te／の子音が破擦音化して／ci／に対応している例も見られる。
tJiru（照る）
この他に、ｔが語中において有声化してｄに対応している例がみられる。
badａ（腹くわた＞）tanabada（七夕）tJadox（茶湯）
（９）本土方言のザ行音は次のような対応を示す。
本土ｚｉｚｅｚｕｚａｚｏｚｊｕ
Ⅶ納Ⅶ､７２≦<〆ｌｌｚａｚｕｚｊｕ
本土の／zi・ｚｅ／および／zu／は／zi／に統合していることが多い。このことは前述した
ように、イ段の／zi／とウ段／zu／がいったん中舌の／zl／に統合した後に、あらためてエ
段対応の／zi／（←／ze／）と統合するという歴史的過程を物語っている。
ｄ５ｉ（字）d5ina（地）？ad5i（味）d5imami（落花生く地豆＞）kad5i（風）
ｄ５ｉｎ（銭・膳）？irid5in（入墨）
また本土の／zi・ｚｕ／の子音が無声化して／ci／に対応している例がみられる。
tutJi（妻く刀自＞）pittJi（肘）patJimaru（始まる）sotJi（掃除）d5o:tJi（上
手）kitJi（傷）titJimi（鼓）mimintJi（みみず）sakatJiki（杯）
本土方言においては、音韻において四つ仮名の区別をとどめてはいないが、西表租納（のみ
ならず琉球方言一般）にもこの区別は認められない。これは、本土方言から琉球方言が分岐
するかなり古い時点ですでに失われていた可能性を示唆している。
tund3iX（冬至くとうじ＞）koZd5i（麹くかうぢ＞）katJi（数くかず＞）mitJi（水
くみづ＞）
本土の／ｚａ・ｚｏ・zju／はそれぞれ／ｚａ・ｚｕ・zju／に対応している。
dza：（部屋く座＞）？adza（ほ〈ろく病＞）kudzu（去年くこぞ＞）midzu（溝）
d5uD9uja（十五夜）gund5uX（五十）
⑩本土方言のツア行音は次のような対応を示す。
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本土ｃｉｃｕｃＪａ
Ⅶ納Ｖｌｃｊａ
本土の／ci／および／Cu／は／ci／に統合している。このこのは前述したように／ci／と
／Cu／がいったん中舌の／Cl／に統合した後にあらためて／ci／に変化するという歴史的過
程を物語っている。
ｔＪｉｚ（血）tJikasai（近い）katatJi（形）？inutJi（命）mutJi（餅）tJina（綱）
tJinu（角）tJimi（爪）matJiki（松く松木＞）pititJi（一つ）JumutJi（本く書
物＞）
また本土の／ci・Ｃｕ／が／zi・ｓｉ・ti／などに対応する例も見られる。
paXd5i（蜂）Jitunta（早朝くつとめて＞）７aJitsai（厚い。暑い）titJimi（鼓）
本土の／cja／はそのまま／cja／に対応している。
ｔＪａｘ（茶）tJadox（茶湯）tJaban（茶碗）
（､）本土方言のサ行音は次のような対応を示す。
本土ｓｉｓｅｓｕｓａｓｏ
柵、|／｜｜
本土の／si・ｓｅ・ｓｕ／は／su／に統合している。このことは前述したようにイ段の／si／
とウ段の／su／がいったん中舌の／sl／に統合した後に、あらためてエ段対応の／si／（←
／se／）と統合するという歴史的過程を物語っている。
Jimａ（島）Jitara（下）？iJi（石）？uJi（牛・臼）ｍｕＪｉ（虫）ｐａＪｉ（橋・箸）
JitJi（節祭りく節＞）Ｊｉｂａ（心配く世話＞）JinJi：（先生）？aJi（汗）sanJin
（三味線）miJija（店屋）Ｊｉ：（巣）ＪｉＪｉ（煤）Ｊｉｎｉ（脛）Jinａ（砂）FuJiri
（薬）９araJi（烏）
本土の／ｓａ・so／は／ｓａ・ｓｕ／に対応している。
ｓａｒａ（Ⅲ）ｓａｔａ（砂糖）saD9watJi（三月）ｓａｋｉ（先）sakiru（裂ける）
tJikasa（女性司祭者く司＞）ｓｕｄｉ（袖）ｓｕｎ（損）subａ（側）ｓｕｍｉ（染める）
ｍｉｓｕ（味噌）
また本土の／so／が／si／に、／su／が／su／に対応する例もある。
ｓｉｋｕ（底）ｓｕ:Sai（酸っぱい）ｓｕｍｉ（墨）
本土の／sja・ｓｊｏ・sju／については次の語例が得られた。
Pisa（医者）JumutJi（本く書物＞）９uJi（神酒く御酒＞）
（12）本土方言のラ行音は次のような対応を示す。
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本土ｒｉｒｅｒａｒｏｒｕ
、／｜、／租納ｒｉ
本土の／ri・ｒｅ／は／ri／に対応している。
ｐａｒｉ（針）ｊｕｒｉ（百合）pidari（左）kandari（雷）pituri（－人）ｋｕｒｉ（こ
れ）buriru（折れる）bariru（割れる）pariru（晴れる.腫れる）kariru（枯
れる）nariru（慣れる）
本土の／ra／はそのまま／ra／に対応している。
ｋａｒａ（瓦）ｔａｒａ（俵）moxra（枕）tJikara（力）？abura（油）karai（辛い）
本土の／ｒｏ・ｒｕ／は／ru／に対応している。
ruku99watJi（六月）Fukuru（袋）？iru（色）ｄｕｒｕ（泥）ｍｕｒｕ（皆く諸＞）
koxru（香炉）Ｊｉｒｕ（汁）ｔａｒｕ（樽）karusai（軽い）kuruma（車）ｊｕｒｕ
（夜）７aruFu（歩く）
⑬本土方言のナ行音は次のような対応を示す。
本土ｎｉｎｅｎａｎｏｎｕ
、／｜、／
租納、ｉ
本土の／､i・ｎｅ／は／､i／に統合している。
、in（荷）nibisai（遅いく鈍い＞）ｎｉｋｕ（肉）ｎｉＪｉ（北く西＞）ni99watJi（二
月）ni9ai（願い）nibari（根）Ｆuni（船）ｍuni（胸）？ini（稲）ｐuni
（骨）ｐａｎｉ（羽）
また本土の／､i／の子音が脱落して／'i／に対応している例がみられる。
７i9ai（苦い）？uｉ（鬼）ｋａｉ（蟹）
本土の／､a／はそのまま／na／に対応している。
nax（名）、aｎ（波）ｎａｂｉ（鍋）ｐana（鼻・花）tJina（綱）kanasai（可愛い
くかなしい＞）
本土の／ｎｏ．、u／は／､u／に統合している。
ｎｕｎｕ（布）、u、（蚤・鑿）ｎｕｍｕ（飲む）nukuri（残る）ｍｕｎｕ（物）
kukunutJi（九つ）、u：（縫う）ｎｕｒｕ（塗る）７inu（犬）Ｊｉｎｕ（死ぬ）ｋｉｎｕ
（着物くきぬ＞）
本土の／､u／が／､i・ｎｏ／に対応する例もある。
niJituri（盗人）ｎｏｈａ（糠）
⑭本土方言のバ行音は次のように対応する。
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本土ｂｉｂｅｂａｂｏｂｕ
、／｜、／
租納ｂｉ ｂａ ｂｕ
本土方言の／bi・ｂｅ／は／bi／に統合している。
ｔａｂｉ（旅）ｋａｂｉ（紙）Ｆｕｂｉ（首）ｄａｂｉ（葬式く茶毘＞）tubiiju（飛び魚）ｊｕｂｉ
（昨夜くゆうべ＞）ｎａｂｉ（鍋）
本土方言の／ba／はそのまま／ba／に対応している。
ｂａｓａ（芭蕉）tanabada（七夕）subａ（側）
本土方言の／ｂｏ・ｂｕ／は／bu／に統合している。
JiXbu（歳暮）ｂｕｎ（盆）ｋｕｂｕ（昆布）？abura（油）nimbutJi（念仏）
またこの他に、ｂが無声化してｐに対応している例も見られる。
Pipi（海老）tJipa（唾）tJipu（壷）
⑮本土方言のマ行音は次のような対応を示す。
本土ｍｉｍｅｍａｍｏｍｕ
ｌｌ、／租納Ｎ
本土で語末に現れる／mi／は／N／に対応しているものが多い。
ka9an（鏡）ｍiｎ（耳）ｓｓａｎ（風）、u、（蚤・鑿）？aｎ（網）、aｎ（波）
pasan（鋏）？irid5in（入墨）tataｎ（畳）ｋaｎ（神）ｋｕｎ（古見く地名＞）
語末の／ｍｉ／でも／N／になっていないもの、語末以外の／ｍｉ／でも／N／になっているも
のなどの例外も見られる。
titJimi（鼓）ｓｕｍｉ（墨）sanJin（三味線）kandari（雷）
また／ｍｅ・ｍｏ／などが／Nに対応している例もある。
Jitunta（早朝くつとめて＞）muntara（腿）
本土の／me／および語末以外の／､i／は／mi／に統合している。
ｍｉｘ（実）mimintJi（みみず）ｍｉｒｕ（見る）mitJina（道）mixtJi（三つ）misｕ
（味噌）mintJi（目）ｍａｍｉ（豆）tJimi（爪）？ami（雨）ｊｕｍｉ（嫁）ｋａｍｉ
（亀）
本土の／ma／はそのまま／ｍａ／に対応している。
ｍａｍｉ（豆）ｍａｊｕ（眉）ma99iru（曲げる）ｍａＦｕ（巻く゛撒く）ｍｍａ（馬）
patJimaru（始まる）
本土の／ｍｏｍｕ／は／ｍｕ／に統合している。
muntara（腿）mutsu（持つ）mutJi（餅）muduJi（戻す）ｋｉｍｕ（肝）ｐｉｍｕ
（紐）ｍuni（胸）ｍｕＪｉ（虫）ｍｕｎ（麦）mussu（筵）ｍｕｋｕ（婿）
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これらの他に、ｍがｂに対応している例がいくつか見られる。
ｂｉｒａ（韮くみら＞）ｋａｂｉ（紙）？ubusaru（重い）kibuJi（煙）
３．拍連続の対応
（１）本土の／Ce，i・Ｃｕ'i／の拍連続は／Cｉ（R）／に対応している。
Jixbu（歳暮）JinJix（先生）Jixmi（清明）dzuxJix（雑炊）
（２）本土の／Ca'i、Ｃａ'e／の音連続（歴史的仮名遣いでアシ・アヘ・アヰなどを含む）は、
加治工真市氏の報告にもあるように（加治工1987)、西表租納方言においては融合せずに／
Ca,i／に対応するのが一般的である。
daiku（大工）？usai（ご馳走く御菜＞）ｍａｉ（稲く米＞）ｄａｉ（机（台＞）kaina
（腕）ni9ai（願い）ｎａｉ（地震くなゐ＞）maitta（前）kaiJi（返す）
但し、例外としていくつかの語において／Ca，i／→／Cｅ（R）／の融合例を見いだすことがで
きる。
pexru（入る）pezriFutJi（入口）？akine：（商い）tekku（太鼓）ｓune（租納く地
名＞）Ｆｕｔｅ（額）
また／Ca'i／→／Cja（R）／の融合例もある。
tarja（たらい）？ixpjax（位牌）
この他に／Ca9e・Cake／→／Cｅ（R）／の融合例も見られる。このことは／９．ｋ／→／，／
のように子音が語的に脱落し、そののち母音連続が融合したことを示している。
JiJeru（精米するくしらげる＞）ｐate：（畑）
連母音の融合以外にも、イ段で終わる名詞に助詞ア／,a／がついた場合の形態変化でエ段
が認められる。
take：（竹は）kad5ex（風は）pinex（髭は）？uJeZ（牛は）
（３）本土の／ＣａＷａ・Ca9a／の拍連続は／Cａ（R）／に対応するのが￣般的である。この
ことは／，ｗ・９／→／'／のような子音の脱落が語的に認められるこのを示している。また／
Ｃａ，wa／の拍連続は歴史的仮名遣いではアハに相当し、租納を含めて琉球方言全般にもハ行
転呼が歴史的に存在したことを物語っている。
？a：（粟）taxra（俵）kaX（皮）kaXsu（売るく買わせる＞）ｋａｒａ（瓦）jarai
（柔らかい）naXhai（長い）？ari（東く上がり＞）jamami（山亀）
（４）本土の／Ca'ｕ・Ｃａ'o／の拍連続は／CＯ（R）／に対応するのが一般的である。また／
Ｃａ，ｕ・Ｃａ，o／の柏連続は歴史的仮各遣いではアウ・アブ・アヲ・アホに相当し、ここでもハ
行転呼の存在を物語っている。
ｐｏ:dza（包丁）koxd5i（麹）mundoX（口喧嘩く問答＞）ｔｏ：（中国く唐＞）
tJadox（茶湯）koxru（香炉）doD9u（道具）ｐinto（返事く返答＞）？oO9i（扇）
－１０１－
Hosei University Repository
ｐｏｋｉ（箒）sotJi（掃除）Funora（船浦く地名＞）ｓｏ：（竿）ｎｏ:rｕ（直る）
同様に／Cja'u／の拍連続も／Cjo（R）／または／CＯ（R）／に対応している。
ｄ50:tJi（上手）guJoX（後生）d50to（良いく上等＞）d5oD9i（定規）kjo99in
（芝居く狂言＞）kundzo：（根性）soXru（盆く精霊＞）tindzo（天井）
soU9watJi（正月）
また／Ca，ｕ・Cja，u／が／Cｕ（R）／に対応する例も見られる。
sokkuX（焼香）bandzu99ani（曲げ尺く万匠金＞）
この他に／Cagu・Ｃａｋｕ・Coko／→／CCR／の融合例も見られる。このことは／９．ｋ／→／，
／のように子音が語的に脱落し、そののち母音連続が融合したことを示している。
junun（与那国）ｔａｂｏ（煙草）moXra（枕）ｎｏ:Ｑｉｒｉ（鋸）
連母音の融合以外にも、ウ段で終わる名詞に助詞ア／，a／がついた場合の形態変化でオ段
が認められる。
Jiro:（汁は）do99o:（道具は）daikoZ（大工は）bunoX（斧は）
（５）本土の／CO，ｕ・Cjo，u／の拍連続（歴史的仮名遣いでオフも含む）は／Cｕ（R）／に対
応するのが一般的である。
tund5ix（冬至）ｋｉｎｕ（昨日）？umukutu（知恵く思う事＞）９andzu（頑丈）注３）
同様に／Ce，ｕ・Ｃｅ'o／の拍連続（歴史的仮名遣いではエフ・エヲを含む）も／Cju（R）／に
対応している。
ｋｊｕ（今日）mjuxtu（夫婦くめをと＞）
また／CO'u／が／CＯ（R）／対応する例も見られる。
d5oto（良いく上等＞）、into（年頭）ｂｏ：（棒）
（６）本土の／CVma・CVba／の柏連続は、鼻母音音素／a／を含む／CEI（R）／に対応し
ているものがある注４)。
ｐａＭ～patMi（鳩間く地名＞）ｂｕＭＩ－ｂｕａ（伯・叔母）d5irax（ジラバ＜歌謡の一
種＞）
また租納で生物や物品が小さな事を表すときの指小辞表現にしばしば／a／が現れるが、
これも次のように／gama／という形態が音変化を被ったものと考えられる。
／-9ama／→／－，ama／→／-３（R）／
このように指小辞／-a（R）／が付かない姿と付いた姿の対応は次の通りである。
badａ（隅）→ｂａｄａ（隅っこ）？inu（犬）→７inMi（子犬）？iju（魚）→?ijMi（小
魚）kaburi（こうもり）→kaburja（小さなこうもり）ｍｕＪｉ（虫）→muJaX（小
虫）tJimi（爪）→tJimja（小さな爪）ｋａｉ（影）→kaijヨ（小さな影）注5）
（７）本土の／CirV・CurV／の拍連続は、第二拍目の／r／が第一拍目の子音の影響で摩擦
子音に対応している例がみられる。
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ｐｉｓａ（手の平く平＞）JisoJJiduru（白い）
また上記の子音変化の起こった上に第一拍目が促音化している姿に対応しているものが多く
見られる。
ｓｓａｎ（軋・知らぬ）mussu（筵）JJeXru（精白するくしらげる＞）ＪＪａ（白髪）
baJJikiX（忘れる）ＦFan（降らぬ）FFoJJiduru（黒い）mikkwa（盲人）
更に上記の子音変化・促音化の上で第一拍目の促音が脱落した姿に対応しているものも見ら
れる。
Foxsa～hoxsa（暗い）Ｆａｘ（鞍）FuJima（黒島く地名＞）
（８）本土で語中の／９．ｚ／の子音の前に擬音が挿入されていることが多い｡中でも／9／
の前に現れることが多い。これらは本土の高知方言や東北方言などに、あるいはコリャード
など一部のキリシタン資料に見られるのと同様の前鼻音が租納方言でもかつて存在し、それ
が拍として固定化したものと考えられる。またこれらの子音と同じく有声で破裂の要素を
持っているにも関わらず／ｄ・ｂ／の子音の前ではこのような擬音の挿入は見いだすことが
できなかった注６)。
７０U9i（扇）d50D9i（定規）kjoD9in（芝居く狂言＞）maO9iru（曲げる）
naO9iru（投げる）kuO9atana（小刀）d5uD9uja（十五夜）do99u（道具）
so99watJi（正月）ni99watJi（二月）pi99wan（彼岸）tund5ix（冬至）９und5uX
（五十）kund5ux（九十）
また／ｋ・ｃ／のような対応する無声子音の前にも擬音が対応している例がみられる。これは、
有声子音の前で前鼻音が生じ擬音として固定化した後に子音が無声化したのではないかと考
えられる。
bandzu9kani（曲げ尺く万匠金＞）？intJikai（短い）mimintJi（みみず）
４．音変化
以上の個別拍・拍連続の対応の記述を通して、西表租納方言の歴史の中で想定される顕著
な音変化について項目化すると次の諸点をまとめることができる（具体的語例は省略する｡)。
ｌ）母音について
（１）／，／→／I／→／i／
（２）／e／→／i／
（３）／o／→／u／
（４）／u／→／I／→／i／（但しＺ．ｃ・ｓの後ろにおいてのみ）
２）子音について
（１）破裂音化の傾向
／，w／→／b／（／，ｗｉ.，we／→／bi／／,wa／→／ba／／，wo／→／bu／）
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／､／→／b／（／､i／→／bi／／mo／→ｂｕ／／､u／→／bu／）
（２）摩擦音化の傾向
／k／→／h／（／Ｍｋｅ／→／hi／／ka／→／ha／／ku／→ｈｕ／）
／p／→／h／（／po／→／hu／）
（３）無声化の傾向
／z／→／c／（／zi・ｚｕ／→／ci／）
／b／→／p／（／bi／→／pi／／ba／→／pa／／bo／→／pu／）
（４）脱落の傾向
／，w／→／,／（／'wa／→／，a／）
／9／→／,／（／9ｅ・９ａ、９０／→／，i・'ａ．,u／）
／k／→／，／（／ｋｅ・ｋｏ・ｋｕ／→／，i・'u／）
３）拍連続について
（１）／Ce，i・Ｃｕ，i／→Ｃｉ（R）／
（２）／Ca,i・Ｃａ，ｅ・Ｃａ９ｅ・Cake／→／Cｅ（R）／の傾向（一般的には融合しないが語的
にこの傾向が認められる｡）
（３）／ＣａＷａ、Ca9a／→／Cａ（R）／の傾向
（４）／Ca，ｕ・Ｃａ，ｏ・Ｃａ９ｕ・Ｃａｋｏ・Ｃａｋｕ・Coko／→／CＯ（R）／の傾向
また／Cja，u／→／Cjo（R）／の傾向
（５）／CO，ｕ・Cjo，u／→／Cｕ（R）／の傾向。
また／Ce,ｕ・Ｃｅ'０／→ＣｊＭＲ）／の傾向。
（６）／CVma・CVba／→／Ca（R）／の傾向。
（７）／CirV・CurV／→／QCV／の傾向。
（８）／－９．－z／→／-N９．－Nz／の傾向。
これらの項目の音変化がなんらかの有機的な順序で生起した結果、現在の西表租納方言の
音韻の姿が形作られるに至ったと考えられる。
注１）筆者の調査のほかに平山・大島・中本1966.同１９６７・法政大学沖縄文化研究所１９７７・
加治工1982・中本1976などを参考にして作成した。
注２）本論において代表的な対応語例を音声記号で表示するが、その際に音声記号であるこ
とを示すかぎ［・・・］は省略した。また、当方言ではアクセントの条件によって、
［pO1i］（羽）などのように無声子音に続く母音が無声化され、さらにその後に続く
有声子音も無声化される一般的な傾向があるが、このような無声化も語例表記の際に
は省略した。また用言を語例としてあげるときには、語幹部のみを対応の資料として
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扱っている。活用は必ずしも終止形をあげてはいない。語末や摩擦音の前の擬音は印
刷の便宜上、で表す。
注３）「がんじょう」にはガンデウ・ガンデフ・ガンヂャウ・ガンジョウなどの仮名表記が
諸文献に認められるが、『日葡辞書』にGan9iOnaとあることを参考にした。
注４）第一拍目が母音の場合は／C(ｗ)ａ（R）／となる。また第一拍目がイ母音の場合は／
Cja（R）／に融合するだろうことが後述の指小辞の付いた語例から推測される。
注５）これらの他にも指小辞表現は多く、そのほとんどはうirjaX（鱗）pabiMl：（蝶）など
のように必ず常に指小辞をともなった形で現れる。FaX（子ども）という語形も、
buiFax（甥・姪く甥子＞）Famurja（子守）のように複合形態中に現れる場合は鼻音
化していないことから、指小辞の付いた形態であると考えられる。
注６）加治工真市氏によれば小浜方言においてはこの傾向は￣層顕著であり、／９．ｚ／のみ
ならず／d／の前にも擬音が現れている。（加治工1982）
ご多用中貴重な時間をさいて話者としてご協力下さいました波照間マエツ氏・那根弘氏・
宮良全作氏・西表全助氏の各位と、調査に際して便宜をお計らい下さいました竹富町教育委
員会の皆様に心よりお礼を申し上げます。
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